
 

 

 

 

 

アグリシステム総合研究所 



Ⅰ  基本方針 
 

本県農業の中核をなす平坦地域の農業は、規模拡大が進む中、安定生産・高品質化に加え、 
スマート農業技術の現場実装、有利販売のための市場への適確な情報提供、海外輸出の促進 
等、様々な課題やニーズを抱えている。 
中山間地域では、急速に進む高齢化、担い手不足への対応と併せ、温暖化、気象災害に対

応した栽培技術や条件不利地に対応した新技術導入の期待が高まっている。 
令和３年、国が策定した「みどりの食料システム戦略」では、作業の省力化・安全性向上、

脱炭素化や農薬使用低減による環境負荷の低減等が謳われ、農業の持続的発展を実現する革
新的技術の開発・実装が求められている。 
これらの状況を踏まえ、アグリシステム総合研究所では、これまで取り組んできた栽培試

験による新技術開発、交配育種による新品種育成に加え、センシング技術やロボット技術等
スマート農業技術を活用しながら、省力・軽労化や気象変動に対応した生産・出荷予測シス
テム開発、長期鮮度保持技術等、地域の戦略に対応した試験研究に取り組む。 

  八代地域の重要作物であるいぐさでは、温暖化による枯死株の発生や畳表の変退色、燃油
価格の高騰が、いぐさ安定生産の課題となっている。このような中、高品質で栽培しやすい
畳表用品種育成に加え、配布種苗の安定生産、遺伝資源保存に取り組む。また、栽培・加工
では、温暖化等の環境変化に対応した安定生産技術と畳表の品質向上技術の開発に取り組む。 
本県農業の中核を担うトマトをはじめとした平坦地の施設野菜では、「みどりの食料シス

テム戦略」に対応したヒートポンプの高度利用による脱炭素加温技術の構築のほか、イチゴ
「ゆうべに」のさらなる生産安定及び主要品目の鮮度保持技術の確立に取り組む。 
併せて、県南地域の主要品目の販路拡大のため、近年注目の度合いを高めている野菜の機

能性について、成分分析等を行うとともに、新たな加工品の開発や販路拡大を支援し、「県
南フードバレー構想」を推進する。 
 
Ⅱ 重要研究事項 
１ スマート農業技術を活用した革新的農業技術の開発 

(1) 露地野菜では、新たに指定野菜に加わることとなったブロッコローを対象に、生育情
報や画像解析による精度の高い出荷予測モデルの現場実装を図るととともに、加工業務
用に対応した、栽培技術の確立を図る。また、冬春トマトでは、出荷量の平準化、品質
の高位安定化技術の確立に加え、新たに開発された AI による出荷予測モデルを用いて産
地で取り組まれている出荷予測の精度向上を図る。 

(2) 水田作物（水稲・麦類）においてドローンの空撮画像から得られるＮＤＶＩ（植生指
数）を解析し、生育状況の診断、収量・タンパク含量等の予測を可能とし、ほ場ごと
の最適な管理指針を明示できる技術を開発する。 

 
２ いぐさ品種の育成、夏季高温等に対応した安定生産技術及び畳表の品質向上技術の開発 

(1) 良質かつ高温条件下でも枯れにくく収量性が高い畳表用品種に加え、極早刈向け畳表
用品種、経時的変退色が少ない畳表用品種を育成するとともに、新たな技術による育種
の効率化にも継続して取り組む。 

(2) 温暖化に対応した新たな作付体系による育苗・本田栽培管理技術や、効率的いぐさ乾
燥技術を開発する。また、「涼風」畳表の品質向上技術を確立する。 

 
３ 施設野菜の持続可能な生産及び経営安定化技術の開発 

(1) 冬春トマトにおいて、ヒートポンプの冷暖房能力を活かした高度利用による脱炭素・
生産性高度化技術を確立する。 

(2) イチゴ「ゆうべに」の花芽分化安定技術の確立及び精度の高い出荷情報につながる品
種特性の解析を行う。 

 
４ 野菜類の長期鮮度保持技術の確立 

(1)  トマト、イチゴ、メロン等の果菜類や葉茎菜類の主要品目について、収穫熟度、温度、 
鮮度保持資材の利用等により生じる貯蔵特性を明らかにし、鮮度を長期間保持する技術 
を確立する。 



金額 区分

① 総収量増加を実現するための栽培技術の
確立

R5～R7

延長
② 加工業務用を想定した機械化一貫体系の

確立
R5～R10

① 環境条件に対応した収量確保技術の確立 R5～R7

② 冬春トマト産地出荷予測システムの検証 R5～R6

③ センシング技術を活用した新たな栽培管
理技術の検証

R5～R7

(3) 水田作物の高品質多収生産
技術の開発とリモートセン
シング技術の構築（再掲）

2,005 県単 ③ リモートセンシングを利用した水稲及び
麦類生育診断技術の開発
「生産情報システム研究室、農産園芸研
究所」

R4～R6

(4) 3,000 外部
資金

① 主要栽培品種に対応した生育モデルの開
発

R5～R7

② 精密出荷予測システムの現地実証・改良 R5～R7

(1) いぐさ品種の育成 7,772 県単 ① いぐさ優良母本の保存増殖と交配 R2～継続

② いぐさ品種の選抜 R2～継続

(2) ジーンバンク・イグサ遺伝
資源保存受託事業

2,282 外部
資金

① イグサ遺伝資源保存受託事業 H15～継続

(3) いぐさ産地総合支援事業 農　産
園芸課 令達

① 県奨励品種の生産対策（原々種の増殖、
作況調査等）

H6～継続

新規
(1) 4,386 県単 ① 夏季高温に対応した二次苗の安定生産技

術の開発
R6～R8

② 「涼風」の新しい極早刈栽培管理技術の
開発

R6～R8

③ 県産畳表の品質向上技術の開発 R6～R8

④ 可視化技術を活用した効率的乾燥の実用
化

R6～R8

3. 環境にやさしい農業
を推進する技術の開
発

(1) いぐさ病害虫発生予察事業 農　業
技術課

令達 ① イグサシンムシガの発生消長 H1～継続

2. (1) ① 夜間冷房による収量・品質安定化技術の
確立

R4～R6

② ヒートポンプを利用した夜間冷房技術の
確立

R4～R6

新規
③ ヒートポンプの利用による生産コスト低

減効果の検証
R6

(2) イチゴ「ゆうべに」の品種
特性を最大限発揮する生産
技術の確立（再掲）

2,116 県単 ① 花芽分化条件及び出荷ピークの要因解析
に基づく安定生産技術の確立
「野菜栽培研究室、農産園芸研究所、高
原農業研究所」

R5～R7

(3) ① 長距離輸送に対応した鮮度保持技術の確
立

R4～R6

② 混載輸送品目の鮮度保持技術の確立 R4～R6

③ 加工・業務用キャベツの長期安定貯蔵技
術の確立

R4～R6

2,408
(内外部

資金
1,200)

県単

外部
資金

夏季高温等に対応したいぐ
さ・畳表の良質安定生産技
術の開発

5,204
(内外部
資金
3,400)

単県

外部
資金

冬春トマトにおけるヒート
ポンプ高度利用技術の開発

2,603

農　産
園芸課

県単

令達

2,694 単県

野菜類の流通形態に応じた
鮮度保持技術の確立

スマート農業技術を活用し
た露地野菜精密出荷予測シ
ステムの開発実証

規模拡大を実現するブロッ
コリーの省力生産技術の確
立

スマート農業技術を活用し
た施設園芸作物の安定生産
技術の確立

Ⅲ　試験研究課題一覧
【アグリシステム総合研究所】

部
門

大課題 中課題
予算

小課題 試験期間

(1)

(2)

野
菜
栽
培

稼げる農業を目指し
た革新的な生産技術
の開発

い
ぐ
さ

1.

2. 稼げる農業を目指し
た革新的な生産技術
の開発

くまもとの魅力を発
信できる新品種の開
発・選定

生
産
情
報
シ
ス
テ
ム

2. 稼げる農業を目指し
た革新的な生産技術
の開発

注) 新規 ： 本年度から新たに取り組む課題 組替 ： 課題設定時の内容を組み替えて設定する課題

延長 ： 課題設定時の完了予定年度を延長して設定する課題 短縮 ： 課題設定時の完了予定年度を短縮して設定する課題


